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今回は、長崎大学環境科学部の深見准教授と学生さん 21 名を迎えての、ミヤマキリシマ保全活動の

ご報告です。この企画は、今年の 9月 18 日に「ＮＰＯ法人 奥雲仙の自然を守る会」の中田代表、木

田さん、それと共助研から金尾さんと私(矢ヶ部)が、深見先生に活動のご相談でお伺いしたときから、

深見先生の積極的なご協力をいただき、とんとん拍子で進んできた企画でした。 

長崎大学も、フィールド教育を重要視しており、その現場を探している矢先の、奥雲仙田代原地区の

提案となりました。なんとか、田代原に若者のパワーを呼び込みたいと苦心していましたが、タイミン

グのいいラッキーなことだと、中田代表、木田さん、私ども共助研も大喜びをしたのですが、やはり、

当日を迎え、学生さんたちが田代原に興味を持ってもらえるだろうか、大きな不安を抱えつつその日を

迎えることとなりました。 

 

◆◆中田代表と環境省雲仙自然保護官岸田氏の現場の説明からスタートしました 

 当日朝までしっかりと雨が降り、冷たい風が吹きすさぶ田代原では、今か今かと長崎大学の深見先生

と学生さんを待っていましたが、雲仙市から派遣された運転手さんが道に迷い、先生ご一行は迷子とな

ったとの連絡が。地元の方が、レスキュー隊のごとく迷子の先生ご一行をキャッチし、無事に田代原へ

到着するやいなや、突然、若い学生さんのパワーが田代原に広がりました。そして、立て替えて新しく

なった会場には、あふれるばかりの若い人が！！！（下 写真参照ください！！！） 
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最初に、中田代表が挨拶をされ、環境省の岸田さんから自然公園についての解説と田代原の位置づけ、

そして、阿蘇の草原保全の事例紹介がさ

れました。到着したばかりで、早速の講

義ということで、みなさん少し緊張気味

でしたが、特別参加の深見先生の息子さ

んの元気で明るい発言が、最高のアイス

ブレークになりました！！ 

岸田氏の説明の中でも、特に、田代原

地区が、自然公園の第 2種特別区域に指

定さていることで、農林業等との調整を

行ったうえで環境を保全することや、い

ろいろな制約があること等の説明があ

り、学生さんたちは真剣に、また熱心に

耳を傾けていました。 

 

◆ともかく、おいしい食事！！ おなかがいっぱいになったら万頭づくり体験 

 大勢の参加者がいる中、待望の食事の時間です。育ちざかりの学生さんたちは、朝早く出たはずなの

に、迷子になったせいで時間が押してしまい、お昼になってもお預けの状態となりましたので、食事の

時間は、学生さん、地元の方々、JCCA ﾒﾝﾊﾞｰが入り混じった配席で、みなさん楽しそうに食事をされ

ました。空腹は最高の料理人といいますが、地元のおいしい料理を、しっかり勉強した空腹の状態で、

さらに、みんなとワイワイと楽しくいただく・・・・、

もう最高の、至福の、幸せな、時間です。 

       JCCA ﾒﾝﾊﾞｰも楽しそう！！ 

 ← 食事の風景 

食事と万頭づくり体験がひと段落したところで、次の講義「高原の身体・精神に及ぼす影響」として、

精神科医の田代医師から話がありました。同じ休憩をするのでも、街の中ではいくら休んでも体の改善

効果が見られなかったことに対し、高原の中では、しっかりと体がリフレッシュするという実績データ

のご報告がありました。 

雨あがりのため、草刈り等の保全活動は断念せざるを得ませんでしたが、ともかく、現場を見てもら

おうということで、寒い風が吹きすさぶ中、ミヤマキリシマが生息している牧草地へ。いつもは、離れ

た場所にいる牛も、なぜかこの日は、近場にいて、学生さんたちを迎えることとなりました。 
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◆ミヤマキリシマの保全活動に関する現場作業 

 牛さんたちの出向かえを受け、雨に濡れた足

場の悪い現場に到着し、木田氏より、田代原の

ミヤマキリシマの現状、そして、これまでの活

動の報告がしっかりとなされました。 

また、保全活動地区の中にあるビオトープの

池では、前回も説明いただいたアダプト会の林

田会長がお見えになり、現在、このビオトープ

を活かして、ホタルが棲むような場所にすべく

活動をしているとの報告がなされました。おそ

らく、2 年後には、ホタルの乱舞が見られるの

ではないかということです。 

 

◆深見准教授の講演と、学生さんたちとの意見交換会 

 現場の状況を確認した後は、深見准教授からの講義「ジオパークでの体験型観光について」というこ

とで、講義をいただきました。 

現在求められている観光とは何か、そして、

日本発のジオパークに指定された雲仙を含む島

原半島の観光地作りとはどのようにあるべきな

のか、非常に興味深いは講義が進められました。 

深見先生も、いつも相手にしている学生さん

たちがほとんどなので、日頃の講義のノリで、ビ

シビシと学生さんへの投げかけを加えながら、話

が進められました。結論としては、「ジオパーク」

という明確な切り口が提示されているため、その

視点で観光資源を見つめ直せば、自ずと地域のあ

るべき方向性は見いだせるということ、また、それは持続可能なものでなければいけない等でした。 

 

さて、学生さんからの意見やアイデアをいただくこととなり、4 年生から 1 年生までのそれぞれの代

表者の方から、ここ田代原が今後若者にも来てもらうための意見発表をしていただきました。 

主な意見は次のようなものですが、しっかりとした意見を持っているなあというのが感想です。 

 

・田代原へ来る交通手段を学生は持たないので、ツアーバス等があると参加しやすくなるのではないか

と思う。学生にも保全活動の案内が来て、交通手段があるのであれば、参加したい。 

・田代原という場所、ミヤマキリシマが生息していることをもっとマスコミ等のメディアに伝える必要

があるのではないか。  

・民宿ができるということであるので、日帰りではなく宿泊の企画を考えるといいのではないか。 

・田代原の魅力は、写真で伝えることが効果があるのではないか（雑誌等の記事の掲載の在り方） 

・人の心をつかむネーミングを行うと、印象が強くなる。 などなどなど。 
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◆最後に 

私たち共助研が、奥雲仙田代原の活動に参加し始めてちょうど 1年目を迎えるこの時に、長崎大学と

のコラボ活動ができたということは、非常に意義あるものと思います。 

また、JCCA 九州支部の環境・都市等技術委員会が、今年の現場研修会の企画にも取り込んでいただ

き、JCCA ﾒﾝﾊﾞｰも参加していただいたことも併せて大きな成果であったと考えます。企画に組み込ん

でいただいた森脇委員長以下委員会メンバーの方々には感謝感謝です。 

 

 今回の共助研、JCCA 関連メンバーの参加者紹介 

      共助研から、山下さん、金尾さん、矢ヶ部 

      JCCA 九州支部 環境・都市等技術委員会からは、 

森脇委員長、奥津さん、脇根さん、大濱さん、そして一般参加の荒牧さん 

 

 

 
若さハツラツの長崎大学の学生さんたちを迎えてのミヤマキリシマ保全活動の記念写真 

 

          【第９号 新雲仙プロジェクト通信作成担当：矢ヶ部】 

 

次ページ以降に、深見先生のプレゼン資料をつけていますので、ご参考ください。 

本日の一枚 
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